
主題と構造の面からみた

A Passage to lndiaの第一章の意義

岩山太次郎

E. M. Forster (1879一〉は Aspectsof the Novel (1927)で，小

説の“pattern"ということについて，

.. a novel should be a whole--not necessarily geometric like The 

Ambassado付， but it should accrete round a single topic， situation， 

gesture， which should occupy the characters and provide a plot， 

and should also fasten up the novel on the outside --catch its 

scattered statements in a net， make them cohere like a planetラ and
1) 

swing through the skies of memory. 

と述べている. そして“ rhythm" ということについて， 小説の“ rhy-

thm"とは，反覆と変化 (repetitionplus variation)であって，そういう

ところに小説の一つの撞まりがあると説明している.

こういう“ pattern円とか“ rhythm" というものが，A Passage to 

Iトzdia(1924)にあるかどうか9 もしあるとすれば，それがどのようにこの

小説で展開されているかを，この小説の第 1章を中心に検討してみようと

するのが，この小論の目的である.

Forster がこの小説の Everyman's Library editio立の“ Author's

Note"に書いているように，A Passage to lndiaとL、うタイトルは，

Whitmanの“Passageto India円という詩から取られたものである.そ

の詩は， 印度への新しい passageが出来たからそれを讃歌するというの

が表面的な意図であろうが，単にそれだけを歌おうとしたものではないよ
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うに思える.少なくとも，印度の内面を識るということの意味がその根底

にあるのでは注いだろうか.

Passage to more than India! 

Are thy wings plumed indeed for such far :flights? 

o soul， voyagest thou indeed on voyages like those ? ... 

Passage to you， your shores， ye aged fierce enigmas! 

Passage to you， to mastership of you， ye strangling problems! 

You， st1'ew'd with the wrecks skeltons， that， living， never reach'd you. 

Finally shall com巴 thepoet worthy that name， 

The true son of God shal1 come singing his songs. 

Then not your deeds only 0 voyagers， 0 scIentists and inventors， 

shall be justi五ed，

Al1 these hearts as of f1'etted children shal1 be sooth'd， 

All affection shall be fully responded to， the secret shall be told， 

Al1 these s巴parationsand gaps shall be taken up and hook'd and 

link'd together . 

このことは A Passage to lndiaについても言えることであろう.印度

への voyageとか，単に印度を見ることを意味するものではなし更に深

いところに，そのタイトルの意味がある.そういうタイトルを付けられて

いるこの小説が主題として扱っているものは，物語が展開され始める章で

ある第2章の冒頭で， Hamidullahと MahmoudAliという二人の印度人

の会話に明瞭に示されている一一 “whethe1' 01' no it is possible to be 

i1'iends with an Englishman.日 (p.12) 

印度は? とりわけ第3部を除きこの小説の舞台になっている Chand1'a-
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poreという市は， これら二つの異質な民族を既に内含したところなので

ある.しかも，そういうこつの異質な要素を含んだ印度の一つの市である

Chandrapore仇 外面的には他の印度の市の如く何も変ったところは見

受けられない.第 1章の第2行日に“ thecity of Chandrapore presents 

nothing extraordinary円(p.9) とあるように， この小説はそういう点か

ら書き始められているのである.

Ganges河流域にある一般の市の如くヲ この Chandraporeの市はみす

ぼらしい市なのである.河岸は塵芥が積み重なったようになっていて，河

もこのあたりでは神聖な河ではなし bathing-stepもなし市の市場は，

河の美しい流れをしめ出している.そういうところが 2マイルも続いてい

るのが ζの Chandraporeの市なのである.街の風景といえば，

There streets are mean， the temples ineffective， and though a few 

fine houses exist they are hidden away in gardens or down alleys 

whose filth deters all but the invited guεst.... Th白巴 isno painting 

and sc丘rcelyany carving in the bazaars. (p. 9) 

たのである.

これが自に見える Chandraporeの市なのであるが，上の引用文中で，

注意しなければならない描写が一つある.それは，この市にある古い立派

な家が庭園の奥深くか小路の不潔さの蔭にかくれていて， その創出が招

かれざる客は寄せつけないというところである.この招かれざる客が9 第

2のパラグラフに述べられている “Inland円の高台に住む欧州、l系の人達

や， 更に向うの高い坂の上にある civilstationの住民であるイギリス人

なのである. 彼等の住んでいる坂の上の土地は Gangesの流域にある

Chandrapore の下町からは離れたところにあり， 外観も違ったものであ

プ
そ;).

Inland， the prospect alters. There is an oval Maidan， and a Iong 

sallow hospital. Houses belonging to Eurasians stand on the high 
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ground by the railway station. Beyond the railway -~ which runs 

parallel to the river -~ th巴 land sinks， then rises again rather 

steeply. On the second rise is laid out the little civil station， and 

viewed hence Chandrapore app巴arsto be a totally di妊erentplace. 

1t Is a city of gardens. (p. 9) 

奥の高い波の上にある civilstationの家々 は， ごみごみした G丘nges

河周辺の印度人の住む民家や見るかげもない寺院を見おろして建っている.

キリスト教徒の住むところが“ acity of gardens円であるならば， 印度

人の住むところでは，樹木まで泥で出来ていて，人民は動く泥のようであ

る:“ thevery wood seems made of mud， the inhabitants of mud mo喝

ving.円 (p.9) 

ところが，この小説全体を考慮すれば，確かにラ印度にある宗教として

は， Islam教や Hindu 教が別個のものとして大きくとりあげられている

ことはフ誰もが認めるところである.従ってヲこの市に住んでいるところ

の印度人をタキリスト教徒であるイギ、リス人に対して，一つのもの或は一

つの宗教を信ずるものとして簡単に考えてはいけないのではないかという

疑問を抱くわけである. もう一度，この小説の第1頁より読み直してみよ

〉
門
ノ

第 1章の第1と第2のパラグラフには9 それぞれ一度ずつ“ temple"

という語が使われている.“ temple"という語はラ普通，キリスト教以外

の宗教で神を祭り，それを礼拝する聖堂を意味するのであるがタこの小説

の第3部のタイトノレや内容からも分かるように，第 1章で使われている

“temple"という語は Hindu教の寺院をさしているかの如く考えられる.

もしそうであるとすれば， Chandraporeに住む印度人の宗教を一応 Hindu

教で代表させて考えることも出来るわけである.しかし，この第 1章が含

まれている第 l部は“Mosque円というタイトノレがつけられていることに

注目しなければたらない. "Mosque"というのは Islam教の寺院なので
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ある.従ってp 第 1章では，表面的には一つのものと見える印度の宗教はク

少なくとも Islam 教と ~Hindu 教の二つに分けて考えなければならないしp

“temple円という語は，二つの宗教の礼拝堂を意味することになる. この

ことは，この小説が三つの partsに分けられている一つの意味からも言え

ることである.第1部は“ Mosque円と名づけられ， Islam教を，第3部

のタイトルは，“Temple円であって 9 そこでは Hindu教を， 第 2部は

“Caves円とされているが， その内容では Mrs Moor巴とか Adela

Questedとか RonnyHeaslopや CyrilFielding等のイギリス人が重

要な意味をもっ章であってラキリスト教を代表しているのである. (これ

は“ cave円がキリスト教の symbolであるということではない.) 

しかし， この第 1掌では， Hinduとか Moslem，Brahmanとか Islam

といった具体的な宗教を表わす語を使わず9 “temple円という語が暗示す

るように，印度人というものを Hinduと Moslemに分けて考えなくて，

キリスト教徒に対するものとしての印度人というものにしている理由があ

る.それを考えるためには， Hindu教(“ Godis love円ではなし“ God

si love円即ち “Love is Godづの信者であり，作品中タ特に第3部で

重要な役割を示す ProfessorNarayan Godboleの functionを無視出来

ないが， ここでは DrAzizを中心に Moslemと Hinduとが9 第 1章

ではある意味から一体化して考えねばならぬ点を指摘する DrAzizは

Islam教徒である.彼は，第2部に於て MrsMooreと MissQuested 

を Marabarcavesへ案内する.そして cavesの中で最も立派なものと

されている KawaDolで MissQuestedにいたずらしたという嫌疑から

起訴されるが， その公判の結果， それまで相互に敵対視していた Hindu

と Moslemは協調するようになる:

Another local consequences of the tr匂1w出 a Hindu-Moslem 

entente. Loud protestations of amity were exchanged by prominent 

citizens， and there went with them 乳 genuinedesire for a good 
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understanding. (p. 260) 

Moslemの Azizも一時は「一般印度人J (“ the general lndiaがうと

いうものを信じることが出来なかった終りにはそういうものの存在の

可能性を信じるようになる. Magistrateの Das氏の依頼を受け r一般

印度人」のための雑誌に，多数の人に唱采をうける新しい詩を書こうとも

する.その雑誌への原稿としてラ 最初は Islam の衰退と恋のはかなさを

歌った詩を書いたが，それは Hindu人には興味のあるものとは思えなか

ったので， 次に調刺詩を書く. これは印刷に出来そうもないと考えて，

lslamでない多数の印度人にも読んでもらえるようなものを.それに応し

い言語で書こうと考えるのである.そして，過去に恋々としないことを誓

L 、9 未来の歌は教義を超越したものでなければならないと考える:

... this evening he longed to compose a new song which should be 

acclaimed by multitude and even sung in the fields. In what lan同

guage shal1 it be written? And what shal1 it announce? He vowed 

to see more of Indians who were not Mohammedans， and never to 

look backward. lt is the only healthy course. Of what help， in 

this latitude and hour， are the glori巴sof Cordova and Samarcand ? 

They have gone， and while we lament them the English occupy 

Delhi and巴xcludeus from East Africa. Islam itself， though true， 

throws cross圃1ightsover the path to freedom. The song of the fu-

ture must transcend creed. (p. 261) 

更に第3部に於ては 2年後 Mauに Fielding夫妻と RalphMooreを

迎えた Azizは r一国民としての印度J (“ lndia a nation勺という言

葉を超人的な理想として賛美することを Fieldingに向って叫ぶ:

‘India shall be a nation! No foreigners of any sort! Hindu and 

Moslem and Sikh and all shall be one! Hurrah ! Hurrah for 

India! Hurrah! Hurrah! (p. 317) 
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究極の理想に於ては， 印度は一つのものとならなければならないと Aziz

は考えているのである.

以上検討したものは Azizだけの考えではあるが， minor characterで

は Das氏も同じような考えを持っている. Professor Godbol巴は Hindu

教の中に印度を統合するような要素を求めているし9 イギリス人では9

Mrs Mooreにしろ MissQuεstedにしろ levelの差こそあれ， 知ろ

うとする対象の印度としては Hinduの印度とか Islamの印度という

区別したものではなし「印度」というものである. Fieldingについても

同じことは言えよう.このように考えてみると，第 l章に於て， Hinduと

Moslemの二つに明瞭に分けないで9 ただ“temple円という漠然とした

語で，少なくとも二種の宗教を総合体として表わし，そういうものに対す

るキリスト教一一印度人とイギリス人との対比と考えるのが妥当であろう.

このように，第 1章の第 1番目と第2番目のパラグラフに於てはタイギ、

リス人と印度人というこつの異質な民族の対立が非常に明確に提出されて

いるわけである.そして，これらの二要素が交わる中心の場として9 第 1

章の冒頭と末尾に言及されている extraordinaryな MarabarCaves が

ある. 仮に， Chandraporeにキリスト教徒であるイギリス人という要素

がなければ，この市は， Ganges河流域の普通の市と変わるところもない

みすぼらしい市にしかすぎないし一一“Exceptfor the Marabar Caves 

…the city of Chandrapore presents nothing extraordinary円 (p.9) 

一一そこから眺める MarabarHillsもロマγティックに見えるだけなの

で ある(第13章に“ Thesehills look romantic in certain lights and 

at suitable distances …円 (p.126) という表現がある〉遠くからはロマン

ティックに見える丘も， その丘にある cavesに異質な三要素が入ること

によりはじめて丘それ自身も，市も extraordinaryになるのである.この

extraordinaryになるということは， 人間対人間という関係に於て extra-

ordinaryになることである.第2部という最も長い部分ラこの小説の丁度
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半分のスペースがさかれている partが“ Caves円と名付けられていて9

最も大きな出来事が起きる意味も， 第 1主主が extraordinaryな Cavesの

ことで始り， extraordinaryな Cavesのことで終る意味も， そういう人

間対人間という意味に於てである.

今迄にみたテーマや image以外に，第 1章には， この小説にある殆ん

どすべての重要な imagesが何らかの形で提示されている g 河や大地の曲

線から連想される snakeの image(Cavesは屡々 snakeimag告と関連

しているL 丘町ienttanks (第 3部の Mauの大貯水池)， birds，雨期の

後のことラ “the civil station …provokes no emotion" ということ，

civil stationと Chandraporeの下町との唯一の共通なる sky， しかもそ

れが arch であることと昼夜を通じて blue であること stars (“lik巴

lamps from the immense vault 円)， light， climates と seasons，太陽から

strengthが来ること， the prostrate e旦rthからは sizeがくること 9 “the

宜atearth ヘ“theendless expanse円を阻んでいる theMarabar Hills， 

等々である. これらのものは“ repetitionplus variation円という形で転

回され，重要な function をもつものであるが，それらを一つ一つ検討す

ることはここではさけ，イギリス人対印度人という，二要素が交錯する場

Marabar C丘vesを中心に， イギリス人がどのように印度人に対するかを，

主要なイギリス人の各々の場合に従って考察することにより，第 1章の作

品全体に対する意義を検討してみたい.

まず我々が取りあげる第 1番目の人物は Chandr旦poreの市にいる最

も典型的なイギリス人である RonnyHeaslopである.

Abinger Harvestに収録されている“ Notes on the English Charac司

ters円というエッセイでヲイギリス人の国民性は本質的に“ middle-class円

的で， public schoolの制度が強調し育成してきた横柄， 権力， 愛好的な

独自の人間であることであると， Forsterは述べている. Ronny Heaslop 
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は印度へ来てまだ間もない magistrateであるが9 彼の印度人に対する態

度には publicschoolの卒業生的なものがはっきりみられる.彼自身自分

が Chandraporeにいる目的はp 印度人を喜ばすためではないと言い3 次

のように続けている:

“1 am out here to work， mind， to hold his [Indian'sJ wretched 

country by force. I'm not a missionary or a Labour member or a 

vague sentimental sympathetic literary man.円 (p.50) 

これは支配者が被支配者に対する態度であって Chandraporeの下町

とは全く異質な高台Iこ住む典型的な人間の言葉で、あり，印度人との人間対

人間という関係を考える場合には，問題にもならない態度を表わすもので

ある.確かにこの市では rイギリス・官慌主義は，太陽のごとく一切に浸

透し，太陽のごとく不愉快に9 織としてあったJ(“ British officialism re・

mained， as al1-pervading and as unpleasant as the sun円 (p.252). 

Ronnyは多くの在印度イギリス人のように， 印度人の人格を認めない人

間であって， そういう人間はこの市としては決して extraordinaryな存

在ではないのである.

こういう息子の考えや態度を遺憾に思う MrsMooreは，

'The English are out here to be pleasant.... Because India is part 

of the earth. And God has put us on the earth in order to be 

pleasant to each other. God …lS…love.' (p. 51) 

と考える女性であって，その考えはキリスト教的であり，人道主義的善意;

の立場に立っている.そして，神は愛であるく“ Godis love勺と言う.

彼女が Azizを見る目は，終始印度人を友として見ょうとする目である.

第 2章で9 誰にも案内もされずに mosqueに靴を脱いで入っている彼女

を Azizがとがめる時の彼女と Azizとの会話はこの点をよく表わしてい

る:

'If 1 remove my shoesヲ 1am allowed?' 
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‘Of course， but so few ladies take the troub1e， especially if think-

ing no one is there to see.ラ

'That makes no difference. God is here.' (p. 21) 

ところがフ Mrs Mooreのこのような態度や心境は MarabarCavesへ

の excurslOnをして， 背中に直射日光を浴びながら (thesun crashing 

on their backs， (p. 144))，岩を登り第 l番目の C且veに入る頃より変化

がある:

A Marabar cave had been horrid as far as Mrs Moor己 was

concerned， for she had nearly fainted in it， and had some di伍culty

in preventing herself from saying 80 as soon as she got into the 

air again.... Crammed with villagers and servants， the circular 

chamber began to smell. She 108t Aziz in the dark， didn't know 

who touched her， couldn't breathe， and som巴vilenaked thing struck 

her face and settled on her mouth like a pad.... For an instant 

she went mad， hitting and gasping like a fanatic. For not only 

did the crush and stench a1arm her; there was also a t巴rrifying

echo. (p. 145) 

洞窟が人で一杯になり，悪臭が満ち9 暗闇の中で，何かいやらしい裸のも

の(実はインド人婦人の背中におわれていた赤ん坊の足〉が彼女の顔にあ

たりJその上，一つの反響が彼女を恐怖させた.この反響が MrsMoore 

の心境に決定的なものを与えるものである.彼女は二度とこの経験を繰り

返えしたくないと思う.実に不安な経験であった.押しあいと悪臭はまだ

忘れることがi出来ても，反響は彼女が今迄もっていた人生についての確信

を打ちのめしたのである. r pathos， piety， courage一一こういうものは存

在するが，それらは皆同じーっのもので9 醜悪(五ltおもそれと同じであ

る:あらゆるものは存在するが，価値あるものはなに一つない」とは彼女

に響いたのである:
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.. the echo began in some indescribable way to undermine her hold 

on life. Coming at moment when she chanced to be fatigued， it 

had managed to murmur， 'Pathos， piety， courage--they exist， but 

are identical， and so is五lth. Everything exists， nothing has value.' 

If one had spoken vileness in that place， or quoted lofty， the com-

ment would have been the same --' ou四boum'. (p. 147) 

たとえ誰かが天伎の言葉で， 過去， 現在， 未来の不幸や不和を説いたと

してふ結局それは，どうなることでもなし 「蛇が下りて来て9 また天

井へのぼってゆくだけのことであるJ(it would amounts to the same， 

the serpent would descend and return to ceiling. (p. 147))たとえ，悪

魔についての詩を書くことが出来たとしても Marabarcavesを roman-

ticizeずることは出来ないのである. r何故ならば，人類に悪魔と和解させ

るのは，この広漠という性質だけであるのに，この性質の無限性，永遠性

をも奪い去ってしまうからなのであるJ(“because it robbed innnity and 

eternity of their vastness， the only quality that accommodates them 

to mankidd.円 (p.147)) 

Marabar caveはこのように， 印度人を友として理解しようとしてきた

Mrs Mooreの善意と愛の考えを無感動な倦怠的な虚無感へと変えさせた.

印度へ来た目的である Ronnyと Adelaとの婚約が成立したのに， 彼女

は男女の結合に何の意味も感じなくなるし (p.197)， Aziz の innocence

を信じていながらも公判で彼の弁護を進んで引受けることもなし半ば息

子の Ronnyにしむけられ3 半ば白からの意志で公判前に印度を去ろうと

する:

She had come to the state where the horror of the universe and its 

smallness are both visible at the same time-一一thetwilight of the 

doubl巴 visionin which so many elderly people are involved.... in 

the twilight of the double vision， a spiritual muddledom is set up.... 
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we can neither ignore nor respect Infinity. Mrs l¥100re had always 

inclined to resignation. As soon as she landed in India it seemed 

to her good， and when she saw the water flowing through the mos-

que-tank， or the Ganges， or the moon， caught in the shawl of 

night with al1 the other stars， it seemed a beautHul goal and an 

easy one. To be one with the universe! So digni五edand simple， 

but there was always some little duty to be performed五rst，some 

new card to be turned up from the diminishing pack and placed， 

and whilst she was pottering about， the Marabar struck its gong. 

(pp. 202-203) 

Marabar caveの echo は，確かに彼女には“ Somethingvery odd and 

very small. Before time， it was before space also. Something snub-

nosed， incapable of generosity - the undying worm itself.円 (p.203) 

であった.そして， Mrs Mooreは印度を去り，印度洋上で死ぬ “the 

sun touched her for the last time and her body was lowered inすo

another lndia - the lndian Ocean.円 (p.249) Marabar Caves は

Mrs Mooreのとった態度を否定する.彼女の名前“ moor"が「船をつ

なぎとめる」ということを意味するにもかかわらず，皮肉にも彼女自身と

印度人を友達として理解しあうことをつなぎとめておくことは出来なかっ

た.

Adela Quested はフ婚約をしようとしている相手の Ronny Heaslop 

を英国では知っているが，印度で彼がどういう人間かを知らないために，

それを知ろうとして Mrs Moore と一緒に Chandrapore へやってく

る. Chandraporeで彼女を待ちうけていたのは MarabarCaves での事

件である. 洞窟へ入る前 Questedは Ronnyを本当に愛してし巾、るかど

うか9 婚約をどうしょうかと考え Azizに自分としては上品な尋ね方で

あると思う仕方で質問する:
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Probably this man [Aziz] had sevεral wives - -Mohammedans al-

ways insist on their full four， according to Mrs Turton. And hav-

ing no one else to speak to on that eternal rock， she gave rein to 

the subject of marriage and said in her honest， decent， inquisitive 

way:“Have you one wife or mor巴 thanone?円 (p.151) 

自分では上品な尋ね方であると思った仕方も Azizに大きなショックを

与えることになる.何故なら，その間は Azizの属する社会が抱いている

一つの新しい信念に挑戦するものであったからである:

1t challenged a n巴w conviction of his community， and new convic圃

tions are more sensitive than old. lf she had said， 'Do you wor回

ship one god or several?' he would not have objected. (p. 151) 

教養ある印度の回教徒に向って，何人の妻があるかと尋ねることは i怖

るべきフ呪わしいことJ(“appalling， hideous!円(p.151))なのである.

これを聞いた Azizは“Damnthe English even at their best.円と思い，

精神の平衡をとりもどすため，その道の頂にある沢山の潟窟の一つに跳ぴ

こむわ

Adelaの名“ quested" が示すごとし 彼女は確かに印度を探求しよ

うとしたし，事実課求もした. 自分は何も特別なところがないから decent

な sensibleな人間になるため， Akbarのような「普遍的宗教」すらを求

めた:

， ... th巳re'snothing special about me， nothing special good or strong， 

which will help me to resist my environment and avoid becoming 

like them. I've most lamentable defects. That's why 1 want Akbar's 

“universal religion円 orthe equivalent to keep me decent and sen-

sible.' (p. 144) 

しかし Ronnyと結婚することによって“Anglo-lndian " というラベ

ルをはられることを好まなかった Adelaの探求の深ざというものは， 所
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詮 Azizへの質問が示す程度のものなのである. 勿論 MrsTurtonや

Mrs Callendarのように，印度人に対して狭量でお高くとまっている所謂

Anglo-Indianになることは恥ずべきことである.

Ade1aば MrsMooreのように Azizの innocenceを公判で表明も

せず帰国することはなかったし， echo に悩まされつづけられたとはいえ9

法廷では真実を語った.そして，それにより新しい感覚すら感ずることが

出来た:

A new and unknown sensation protected her， like magni五centar唱

mour. She didn't think what had happened， or even remember in 

the ordinary way of memory， but she returned to the Marabar 

Hills， •.. Th巴 fatalday r己curred，in every detail， but now she was of 

it and not of it at the same time， and this double re1ation gave it 

indescrib且blespl巴ndour.(p. 221) 

しかし， 如何に新しい感覚を覚えたとは言え， Adela Quested と caves

との関係ば，印度を愛そうということを第一義的な目的としたものではな

かった. Ronnyとの関係に於て，印度を理解しようとして， 彼女は Ma司

rabar c且vesに入ったのである:

Adela had always meant to tell the truth and nothing but the 

truth， and she had rehearsed this as a di伍culttask --di伍cult，be圃

cause her disaster in the cave was connected， though by a thread， 

with another part of her life， her engagement to Ronny. (p. 221) 

彼女が供述を取り消した時でも，それは，彼女が苦しめた人々に対する愛

の情熱からではなかった.真実は印度では慈悲とともになければならない

のであって， Ade1aの犠牲は，その意味では，西欧的な観念からのもので;

あって， f-p度では真に受け入れられるものではないのである.このことは

Hamidullahの心を通して次のように警かれている:

…indeed from his [Hamidullah'sJ standpoint she was not [sincereJ. 
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For her behaviour rested on cold justice and hon巴sty;she had felt， 

while she recanted， no passion of love for those whom she had 

wronged. Truth is not truth in that exacting land unless there go 

with it kindness and more kindness and kindn巴ssagain， unless the 

Word that was with God also is God. And the girl's sacri五ce-so

creditable according to i;Vestern notions - was rightly rejected少

because， though it came from her heart， it did not include her heart. 

A few garlands from students was al1 that India ever gave her in 

return. (p. 238) 

このことは9 公判後，イギリスへ帰国する途上エジプトに寄った時フアメ

リカのー牧師とスエズの開発創設者 Lessepsの像を前にして9 二人が話す

ことと考え合せると興味あることである:

'To what duties， Miss Quested， are you returning in your own 

country after your taste of the tropics?' the missionary asked. 

'Observe， 1 don't say to what do you turn， but to what do you re-

turn. Every life ought to contain both a turn and a re-turn. This 

celebrated pion巴er'(he pointed to the statue)‘wi11 make my ques-

tion clear. He turns to the East， he re-turned to the West. Y ou 

can see it from the cute position of his handsタ oneof which holds 

a string of sausages.' ... he often used words in pairs， for the sake 

of moral brightness. '1 see; she replied. Suddenly， in the Medi司

terranean clarity， she had seel1. (p. 258) 

彼女がイギリスヘ帰ってからの最初の義務は Mrs Mooreの二人の子供

Stellaと Ralphに会いに行くことであった. (p. 259) 

以上のことからも分かるように AdelaQu巴stedの Chandraporeで

の目的も行動ふ実はイギリス人と印度人との人間としての関係に於てで

はなかったのである. 帰国を目前にして Fielding と Adela が Mrs
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Mooreのことを語り，“ Telepathy円という語を Adela が使った時に，

作者が次のように書いていることは当然なのである:

Perhaps lif巴 isa mystery， not a muddle; they [Adela and Fielding] 

could not tell. Perhaps the hundred Indians which fuss and squab司

ble so tiresomely are one， and the universe they mirror is one. 

They had not the apparatus for judging. (p. 256) 

印度を理解しようとしたのでは印度は理解出来ないものである. Adelaも

本質的に印度を理解出来ない存在である. “adela円とは Germanic で

“noble円という意味であるが，彼女の場合もJ'vlrsMooreの“ moor円

の如く，名前は ironicであった.印度を understandしようとする“ade-

la"“quest円に彼女は失敗したのである 或る時， Azizが Adelaに，

印度を understandしようとするな，印度をただ愛せよというが， Adela 

は印度を愛しようとしたことはなかったヲ 彼女は“ quest円しようとして

失敗したのである.

次に検討する人物は caveexcurSlOll に遅れて行ったために caveに

は入らなかったが， caveでの事件とは終始重要な関連をもっている Cyril

Fi巴ldingである. 無神論者ではあるが Mrs Moore とは対称的に人道

主義的善意、で動く人物であり， Hamidullah に同国人を敵にまわしてでも

印度人を味方するか(“… youactually are on our side against your 

own peopl巴?づと聞かれて，“ Yes，Definitely" (p. 172)と答える.彼

は，“ 1believe in teaching people to be individuals， and to understand 

other individuals. It's the only thing 1 do believe in." (p. 118) とし、

う西欧的な態度をもって事件にあたる.

クラブで Azizを支持することを言明した Fieldingが9 クラブの三階

のベランダヘ出た時， 最初に自に入るものは MarabarHillsであった.

その距離で9 その時刻で， ベランダから MarabarHillsを見ると丘は突

如として美しくなる.女王のように優美に自分に近づいてくるように思わ
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れタ丘の美しさは空そのものの美しさとなりラ丘ば夕闇につつまれる一瞬

全世界と一つになり，星が輝きはじめると，全宇宙が一つの丘となる.そ

んなj風lこ Fieding こl会見えた:

At this distance and hour they [the Marabar Hi1lsJ leapt into beau司

ty; th巴y were Monsalvat， Walhal1a， the towers of a cathedral， 

peopled with saints and heroes， and covered with f!owers. "¥再lhat

miscreant lurked in them， presently to be detected by the activities 

of the law? Who was the guide， and had he b巴enfound yet? 

vVhat was the 'echo' of which the girl complained? 狂edid not 

know， but presently he would know. Great is inform旦tion，and she 

shall prevail. 1t was the last moment of the light， and as h巴

gazed at the Marabar Hiils they s巴emedto move graciously towards 

him like a queen， and their charm became the sky's. At the moment 

they vanished they w己reξverywhere，th巴 coolb巴nediction of the 

night descended， the stars sparkled， and the whole universe was a 

hill. (pp. 186-187) 

ところが，法廷で Questedが訴訟を撤回すると， Azizは Questedより

2万ルピーの慰謝料を希望する. Fielding はそれに賛成しない.こういう

ことから Azizは Fieldingを嫌うようになる. Fielding は Azizが自

分に敵意をもっていることを意識はしていたが， :1寺前の楽天的な考えから，

(p. 273)帰国を前にして Azizへ手紙をかく:

‘1t is on my mind that you think me a prude about women. 1 

had rather you thought anything else of me. If 1 live impeccably 

now， it is only b巴C旦use1 am well on in the forties-a period of re同

vision. In the eighties 1 shall revise again. And before the 

nineties come-I shal1 be revised! But， alive or dead， 1 am abso司

lutely devoid of morals.' (p. 273) 
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印度人たちも Fieldingを好きであったが9 彼があまりにも彼等の私生活

について知るようになったことには不安を感じているのである. (p. 273) 

従って印度人と Fieldingの心の距離は段々離れて行き， Fieldingはイギ

リスヘ帰国する. そして， 三年後， 今は妻となった MrsMoor巴の娘

Stellaを連れてヲ Mauに来た Fieldingも，結局は Azizとはどうして

も分かれねばならないと思う:

All the stupid misunderstandings had been cleared up， but socially 

they [Fielding and Aziz] had no meeting唄place. He had thrown in 

his lot with Anglo・Indiaby marrying a countrywoman， and he was 

acquiring some of its limitations， and already felt surprise at his 

own past heroism. v司Touldh巴 to-daydefy all his own people for 

the sake of a stray Indian? Aziz was a momento， a trophy， they 

were proud of each other， yet they must inevitably part. (p. 314) 

相互には印度人とイギリス人は友達になることを望んでいるのにラ被等は

真の友達になれない “Why can't we be friends now?… It's what 

1 want. It's what you want.円 (p.317)であるのに，彼等は友達になれ

ないのである.

このように theMarabar Hi1lsは，最初は，印度人とイギリス人との交

友関係を作るきっかけを与え(印度人である Azizがイギリス人を excur司

sionへ連れて行くということは， 印度にいるイギリス人としては考えら

れないことであったL 次に caveの中の出来事でその関係を破壊しp 両

者の交友関保を一見不可能にしたように見せかけ，次には，公判への準備

と公判を通して，交りの可能なような結果を生むが，最後には，それの不

可能なことを知らせる agentなのである. Marabar Cavesのみが Chan司

draporeの市で extraordinaryであったのは， そういう可能性を秘めて

いるからこそ extraordinaryであったのである. その可能性を否定する
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ことは extraordinaryでなくなることである. Mauの大貯水池でも， Aziz 

と Ralphを乗せたボートが， FieldingとStellaを乗せたボートと衝突し，

共に顛覆することによって， Hindu教の祭りを通して， 二つの異質なも

のの結合がなされたかの如く見えるが，これが「印度の許す範囲のクライ

マックスJ(“That was the climax， as far as India admits of one円 (p.

310))なのである.

同じ水に関係のある言葉で言えば， 第 1章にあるように Ganges 河

の水があふれてヲlいたあとも結局は何も残らないのである.ただ「こちら

が膨れしたり， あちらが縮んだりするだけJ (“ swelling here， shrinking 

there円(p.9))なのである.イギリス人の住んでいるところは風景のみが

美しく(“ onlythe view is beautiful円(p.10))，そこから見える Chan-

draporeの市は9 本当の姿ではなしちがったように見える.一方9 印度

人の住んでいるところは，“ Thewood seems made of mud円で， 住民

は“ mudmoving円である.実際， i新来の客は，河べりのi民地へ馬車を

駆りて下りるまでは，幻滅の嘆きを味うことが出来ない」のである←ー

“new comers cannot believe it to be as meagr巴 as it is described， 

and have to be driven down to acquire disi1lusionment." (p. 10) 

印度とイギリスに関して，ただ一つ共通なのはその空だけである. しか

し，その空にも相違はあるが， “It [th巴 civil station] shar巴s nothing 

with the city except the overarching sl王y./ The sky too has its change." 

(p. 10)その空が一切のものを決定するのである.

The sky settles everything-not only climates and seasons but when 

the earth shall be beautifu1. By herself she can do little-only 

feeble outbursts of flowers. But when the sky chooses， glory can 

rain into the Chandrapor巴 bazaars or a benediction pass from 

horizon to horizon. .The sky can do this because it is so 8trong 

and 80 enormou8. Strength comes from the su民 infusedin it daily， 
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size from the prostrat巴 earth.No mountains infringe on the curve. 

League after league the earth li巴sflat， heavens a little， is fl旦tagain. 

(pp. 10-11) 

この空と大地の無限の広がりを阻止するのが MarabarHi11sであった.

従って，最後の章の最後のところでは9 すべてが失敗に終ったためラ彼等

の自の前に現われてきたものは，“No，not yet，"とフそして?空は“ No，

not there円と言う:

6羽Thycan't we be friends now?ヘ

But the horses didn't want it-they swerv巴d apart; the 己arth

didn't want it， sending up rocks through which riders must pass 

single五le;the temples， the tank， the jail， the palace， the birds， the 

carrion， the Guest House， that came into view as they issued from 

the gap and saw Mau ben巴ath:they didn't wa立 it，they said in 

their hundred voices， 'No， not y巴t，' and the sky said， 'N 0， not 

there.' (p. 317) 

“not yet円は timeの面で， “not there"は spaceの面でのごつの交

りの否定の答えである. 場は Chamdraporeから西へ数百マイルの Mau

へ，時間は caveでの事件から三年後に移っているが， any time and any-

w here in lndiaでの否定の答えである.

Turton長官が Eastと Westの BridgePartyを催した時の空は有ら

ゆる周辺から光をそそいでいた(“the sky， not deeply coloured but 

translucent， poured 1ight from Its whole circumferenc巴. (p. 40)) と見

えたが，実は，その場所は Chandrapore の下町でもなかったし，第 1章

にあるように，空は美しい庭園をしめだしていたのである.彼等イギリス

人たちは9 白からは Chandraporeの市へ下りて行かず，印度人たちを自

分たちの方へ引き寄せてその姿を見ょうとしたのである.被等は印度人を

愛そうとしたのではなく，自分たちのたvelに印度を引きあげて，理解し
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ょうとする態度をとったのである. そういうものに対しては， Chandra-

poreの市の輪廓はどこまでも強情で(“ thegeneral outline of th巳 tow立

persists …"  (p. 9))あり I招かれた客の外は寄せつけないJ(“…五lth

deters all but the invited guest." (p. 9))ものであり p 住民は「動く泥」

なのである Chandraporeでのイギリス人たちの住宅の場所が示すごと

し披等は印度に入らなくてラクトから印度と対応するか，或は，交友を結

ぼうとしただけなのである.水が号|いたあとは何も残らないように，第 l

章はすべてそのまま， もう一度，第38章として使われてもよいのである.

Whitmanの詩句にある“ Passageto more than India円即ち“ insid巴

India円への passageは A Passage to Indiaではすべて失敗に終ったが3

another passageを行えば， the Marabar Hillsはもう一度低tr・aordinary

となりラ第 1章が始まる a
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